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一
九
二
九
年
秋
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ト
ー
キ
ー
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
さ
な

か
、
ア
ル
ノ
ル
ト
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
（
一
八
七
四
～
一
九
五
一
）
は
、《
映

画
の
一
場
面
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
》
作
品
三
四
を
作
曲
し
て
い
た
（
以
下
、

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
伴
奏
音
楽
》
と
略
記
）。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
に
本
作
を
委

嘱
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
ス
ホ
ー
フ
ェ
ン
社
は
、
無
声
映
画
期
の
映
画
館
に
お
け

る
ラ
イ
ブ
伴
奏
用
の
楽
譜
も
多
数
刊
行
し
て
い
た
出
版
社
で
あ
る
。
当
時
、

ド
イ
ツ
語
圏
の
映
画
の
中
心
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
へ
汎
用
可
能
な
伴
奏
音
楽
が
量
産

さ
れ
て
い
く
無
声
映
画
伴
奏
の
産
業
化
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
「
伴
奏
音
楽
」
と
題
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
特

定
の
映
画
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
迫
り
く
る
危
険
」「
不

安
」「
破
局
」
と
い
う
、
無
声
映
画
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
曲
集
に
頻
出
す
る
三

つ
の
項
目
を
副
題
に
持
ち
、
項
目
間
の
つ
な
が
り
や
発
展
を
意
識
し
て
全
体

を
構
成
し
た
演
奏
会
作
品

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
。
全
編
が
十
二
音
技
法
で
作
曲
さ
れ
、

当
時
の
映
画
伴
奏
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
力
量
や
伴
奏
譜
の
語
法
を
大
き
く
逸
脱

し
て
い
た
こ
の
作
品
は
、
同
時
代
の
批
評
に
お
い
て
も
「
描
写
音
楽
で
も
な

け
れ
ば
、
特
定
の
映
画
に
対
す
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
も
な
い
」
と
評
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
《
伴
奏
音
楽
》
は
、
無
声
映
画
か
ら
ト
ー
キ
ー
ヘ
の
移
行
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
史
上
の
状
況
や
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
ら
に
よ
る
西
洋
音
楽
の
語
法
の

革
新
が
交
差
す
る
同
時
代
の
歴
史
的
状
況
の
な
か
で
成
立
し
た
作
品
で
あ
る

（
二
〇
一
五　

白
井
）。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
そ
の
歴
史
的
文
脈
を
離
れ
る
と
、

「
映
像
な
き
伴
奏
音
楽
」
と
い
う
語
義
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
こ
う
し
た
音
楽
と
映

像
と
の
結
び
つ
き
は
、
極
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
音
楽
が
、
作

曲
家
が
指
定
し
た
副
題
を
実
際
に
表
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ

（
１
）
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と
は
難
し
い
。
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
ー
・
ス
ト
ロ
ー
ブ
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ユ
イ
レ
に
よ

る
『《
映
画
の
一
場
面
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
》
入
門
』（
一
九
七
二
）
は
、
本
作

全
体
を
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
一
部
と
し
て
使
用
し
た
映
画
で
あ
る
が
、
副

題
を
描
写
す
る
よ
う
な
映
像
を
同
期
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
記
録
映
像
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
同
時
代
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
の
関
係

な
ど
、
よ
り
複
雑
な
意
味
作
用
や
解
釈
可
能
性
を
付
与
す
る
試
み
で
あ
っ
た

（
四
方
田　

二
〇
〇
三
）。

　

本
稿
は
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
伴
奏
音
楽
》
を
め
ぐ
る
問
題
を
出
発
点
に
、

無
声
映
画
期
の
史
料
か
ら
近
年
の
ウ
ェ
ブ
媒
体
で
拡
散
す
る
映
像
文
化
に
い

た
る
事
例
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
に
、
歴
史
音
楽
学
の
資
料
研
究
と
作
品
分

析
の
方
法
を
参
照
し
つ
つ
、
音
楽
史
研
究
の
立
場
か
ら
は
逸
脱
し
、
映
像
と

音
の
結
び
つ
き
を
め
ぐ
る
複
数
の
事
例
を
系
譜
学
的
に
縦
断
す
る
こ
と
を
試

み
る
。
第
一
節
で
は
、
歴
史
的
な
側
面
に
着
目
し
、
無
声
映
画
の
伴
奏
譜
を

扱
う
。
映
像
と
音
楽
が
別
々
の
媒
体
に
記
録
さ
れ
る
無
声
映
画
で
は
、
映
像

が
現
存
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伴
奏
に
用
い
ら
れ
た
楽
譜
な
ど
の

資
料
が
発
見
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
条
件
の
も
と
で
生

じ
た
「
映
像
な
き
伴
奏
音
楽
」
の
意
義
を
、
映
像
と
の
対
応
を
前
提
と
し
た

「
復
元
」
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
捉
え
る
。
第
二
節
で
は
、
音
楽
の
側
か
ら
の

実
験
と
し
て
、
意
図
的
に
映
像
が
存
在
し
な
い
音
楽
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
作

品
を
取
り
上
げ
る
。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
伴
奏
音
楽
》
を
意
識
し
て
作
曲
さ

れ
た
マ
ウ
リ
シ
オ
・
カ
ー
ゲ
ル
《M

M
51　

ピ
ア
ノ
の
た
め
の
あ
る
映
画
音

楽
伴
奏
曲
》（
一
九
七
六
）
を
詳
細
に
分
析
す
る
。
第
三
節
で
は
、
特
定
の

音
が
無
数
の
映
像
を
生
み
出
す
実
践
の
例
と
し
て
、
坂
本
龍
一
の
ア
ル
バ
ム

『async

』
を
題
材
と
し
て
開
催
さ
れ
た
短
編
映
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
作

品
群
を
取
り
上
げ
る
。
特
定
の
歴
史
的
お
よ
び
美
学
的
な
状
況
下
で
生
ま
れ

（
2
）

た
映
像
な
き
映
画
音
楽
の
系
譜
を
通
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
を
媒
体
と
し
た
ト
ー

キ
ー
映
画
の
前
提
と
な
る
映
像
と
音
の
一
対
一
の
結
合
か
ら
解
放
さ
れ
た
、

音
楽
と
映
像
と
の
関
係
が
生
み
出
す
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
、
本
稿
全
体
の

ね
ら
い
で
あ
る
。

一
．
溝
口
健
二
の
映
画
の
音
楽
？		

	

―
『
慈
悲
心
鳥
』（
一
九
二
七
）
の
た
め
の
ヒ
ラ
ノ
選
曲
譜

　

こ
こ
に
一
枚
の
楽
譜
が
あ
る
【
図
１
】。
右
下
の
隅
に
は
「K

. H
IR

A
N

O

」

と
い
う
署
名
が
刷
り
込
ま
れ
、
譜
面
の
上
段
に
は
「
映
画
名
」
と
記
載
さ
れ

た
欄
が
み
ら
れ
る
。
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
『
慈
悲
心
鳥
』
と
い
う
一
九

二
七
年
に
公
開
さ
れ
た
溝
口
健
二
（
一
八
九
八
～
一
九
五
六
）
の
無
声
映
画

期
の
映
画
の
題
名
で
あ
る
。
こ
の
映
画
の
映
像
は
、
二
分
程
度
の
断
片
を
残

図 1　�ヒラノ選曲譜『慈悲心鳥』�
（演劇博物館所蔵、HRN2204800）
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し
て
失
わ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
が
第
一
節
で
扱
う
の
は
、
無
声
映
画
期
の
楽
譜
群
の
う
ち
、
と
り
わ

け
映
像
が
失
わ
れ
て
い
る
楽
譜
で
あ
る
。
音
楽
を
含
め
た
無
声
映
画
の
上
映

形
態
の
再
構
成
に
関
す
る
近
年
の
研
究
の
進
展
は
著
し
い
。
な
か
で
も
、
一

九
一
〇
年
代
半
ば
以
降
、
欧
米
で
盛
ん
に
製
作
さ
れ
た
特
定
の
映
画
の
た
め

の
伴
奏
譜
の
調
査
・
分
析
を
通
じ
た
復
元
の
試
み
の
成
果
は
目
ざ
ま
し
く
、

Ｇ
・
Ｗ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
『
国
民
の
創
生
』（
一
九
一
五
年
、
音
楽
：
ジ
ョ
ゼ

フ
・
カ
ー
ル
・
ブ
レ
イ
ル
）、
Ｆ
・
Ｗ
・
ム
ル
ナ
ウ
『
最
後
の
人
』（
一
九
二

四
年
、
音
楽
：
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ベ
ッ
チ
ェ
）、
Ｆ
・
ラ
ン
グ
『
メ
ト
ロ
ポ
リ

ス
』（
一
九
二
七
年
、
音
楽
：
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ッ
ペ
ル
ツ
）
な
ど
の
作

品
の
音
楽
に
関
し
て
、
封
切
当
時
に
作
成
さ
れ
た
楽
譜
の
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
「
視
聴
覚
の
パ
リ
ン
プ
セ
ス
ト
」（B

row
n 2014: 

584

）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
封
切
時
の
伴
奏
譜
に
は
、
字
幕
や
映
像
の
情
報
な

ど
、
映
像
と
音
楽
を
同
期
し
映
画
作
品
の
封
切
時
の
状
態
を
復
元
す
る
た
め

の
貴
重
な
情
報
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
無
声
映
画
伴
奏
に
関
す

る
歴
史
的
資
料
の
散
逸
が
は
な
は
だ
し
く
、
楽
譜
に
基
づ
く
調
査
や
復
元
の

試
み
は
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
、二
〇
一
四
年
以
来
、著
者
も
参
加
し
た
伴
奏

譜
「
ヒ
ラ
ノ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
に
関
す
る

共
同
研
究
を
通
じ
て
、
楽
譜
の
考
証
に
基
づ
く
伴
奏
の
実
態
が
次
第
に
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
共
同
研
究
は
映
像
が
現
存
し
て
い
る
作
品
に
関
し
て
は
一
定
の
成
果

を
挙
げ
た
も
の
の
（
白
井　

二
〇
一
七
：
六
十
）、
映
像
が
現
存
し
て
い
な
い

作
品
の
た
め
の
伴
奏
譜
に
関
す
る
調
査
は
後
手
に
回
っ
て
い
た
。
ヒ
ラ
ノ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
日
活
の
直
営
館
で
活
動
し
て
い
た
楽
士
・
平
野
行
一

（
一
八
九
八
～
没
年
不
詳
）
が
、
特
定
の
映
画
の
た
め
に
選
曲
し
た
と
み
ら
れ

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

る
楽
譜
「
ヒ
ラ
ノ
選
曲
譜
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
一
九
二
六
～
二

八
年
公
開
の
映
画
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
三
四
作
品
の
選
曲
譜
の
う
ち
、
本

稿
執
筆
時
点
で
、
ま
と
ま
っ
て
映
像
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

の
は
『
忠
臣
蔵
』（
一
九
二
六
）『
照
る
日
く
も
る
日
』（
一
九
二
七
）『
漕
艇

王
』（
一
九
二
七
）、『
槍
供
養
』（
一
九
二
七
）、『
特
急
三
百
哩
』（
一
九
二

九
）
の
五
作
品
の
み
で
あ
っ
た
。
残
る
二
九
作
品
の
楽
譜
は
、
音
楽
の
み
が

現
存
す
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
譜
群
は
、
平
野
行
一
の
署
名
の
も
と

五
線
紙
に
記
譜
さ
れ
て
い
る
以
上
、
個
別
の
映
画
館
で
行
わ
れ
て
い
た
無
数

の
伴
奏
の
一
例
を
、
さ
ら
に
断
片
的
に
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の

楽
譜
は
、
そ
の
映
画
全
体
に
関
す
る
何
を
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
果
た

し
て
こ
の
映
像
な
き
伴
奏
譜
群
は
、
映
画
作
品
全
体
の
音
響
の
一
部
と
し
て

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
節
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
溝
口
健
二
監
督
『
慈
悲
心
鳥
』
の

た
め
の
選
曲
譜
を
分
析
す
る
。
そ
の
形
態
や
楽
曲
内
容
を
検
討
し
、
文
献
資

料
と
組
み
合
わ
せ
て
、
音
楽
が
映
画
の
ど
の
よ
う
な
側
面
を
伝
え
て
い
る
の

か
を
検
証
す
る
。
上
映
当
時
の
環
境
を
忠
実
に
再
現
す
る
意
味
で
の
「
復
元
」

と
は
異
な
り
、封
切
時
の
情
報
を
断
片
的
な
が
ら
も
鮮
明
に
示
す
伴
奏
譜
が
、

無
声
映
画
の
作
品
「
全
体
」
と
い
う
概
念
を
い
か
に
揺
り
動
か
し
、
そ
の
複

数
性
を
蘇
生
さ
せ
る
の
か
を
示
し
て
い
く
。

　
一
・
一
　『
慈
悲
心
鳥
』
の
選
曲
譜
と
「
復
元
」
の
試
み

　

ヒ
ラ
ノ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る
『
慈
悲
心
鳥
』
の
選
曲
譜
は
計
三
枚
に

す
ぎ
な
い
。
ト
音
記
号
と
ヘ
音
記
号
の
二
段
に
記
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
譜
と
み
ら

れ
る
楽
譜
が
一
枚
（H

R
N

2204800

）、
ヘ
音
記
号
の
譜
面
（H

R
N

1102300

）、

ト
音
記
号
（H

R
N

2204800

）
の
譜
面
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
で
あ
る
。
三
つ
の

（
7
）

（
8
）
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譜
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
楽
曲

は
、
重
複
を
含
む
計
九
曲
で
、

二
段
譜
の
一
曲
は
楽
曲
名
が
欠

け
て
い
る
。
演
奏
順
や
、
使
用

場
面
の
指
定
は
記
載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
反
復
の
有
無
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。

　

本
作
の
映
像
は
大
部
分
が
失

わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
佐
相
が

文
献
資
料
を
渉
猟
し
、
そ
の
内

容
を
可
能
な
限
り
再
構
成
し
て

い
る
（
佐
相　

二
〇
〇
八
：
八

十
～
一
五
八
）。
菊
池
寛
の
同

名
の
小
説
を
原
作
と
し
て
畑
本

秋
一
が
脚
本
を
手
掛
け
た
本
作

は
、
篠
原
俊
輔
（
岡
田
時
彦
）

と
河
井
龍
太
郎
（
中
野
英
治
）
と
い
う
二
人
の
大
学
生
を
主
人
公
と
し
て
、

女
学
生
・
静
子
（
原
光
代
）
へ
の
恋
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
森
美
智
子
（
夏
川
静

江
）
と
の
出
会
い
が
前
半
で
描
か
れ
る
。
映
画
の
半
ば
で
時
代
が
飛
び
、
静

子
と
結
婚
し
代
議
士
と
し
て
活
躍
す
る
俊
輔
の
汚
職
を
、
検
事
と
な
っ
た
河

井
が
調
査
し
、
俊
輔
を
自
殺
に
至
ら
し
め
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
続
く
。
映
画
の

末
尾
で
は
、
片
親
と
し
て
息
子
を
育
て
た
静
子
と
、
病
床
に
あ
る
龍
太
郎
が

再
会
し
和
解
し
た
と
こ
ろ
で
、
龍
太
郎
が
息
を
引
き
取
る
ま
で
が
描
か
れ
る
。

一
・
二
　
楽
曲
の
使
用
場
面

　

こ
れ
ら
の
楽
曲
は
、
映
画
の
ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
佐
相
の
記
述
に
よ
る
映
画
の
冒
頭
の
場
面
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　　
　

 　

フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
、
桃
か
桜
か
は
知
ら
ず
、
と
も
角
春
の
花
が

咲
き
乱
れ
た
校
庭
で
あ
る
。
一
枚
の
写
真
を
争
ふ
二
つ
の
手
が
出
て
来

る
。
軽
い
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
な
り
、
主
題
を
髣
髴
さ
せ
、
併
せ
て
新
味
掬

す
べ
き
鮮
や
か
さ
を
見
せ
た
あ
た
り
、
続
い
て
来
る
べ
き
精
新
な
る
手

法
を
暗
示
さ
せ
る
が
如
く
大
い
に
期
待
さ
せ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
／
が
、

実
は
そ
の
後
溝
口
氏
は
奇
を
衒
は
ず
、
極
め
て
着
実
な
行
き
方
を
示
し

て
ゐ
る
。

　　

こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
場
面
の
前
後
で
、
選

曲
譜
の
う
ち
「
開
幕
」
と
題
さ
れ
た
楽
譜
が
使

用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
六
小
節
の
す
っ
き

り
と
し
た
洋
風
の
序
奏
に
続
き
、
ヨ
ナ
抜
き
の

色
合
い
が
濃
い
旋
律
が
登
場
す
る
。
伴
奏
は
明

快
な
三
和
音
を
用
い
た
単
純
な
機
能
和
声
に
基

づ
く
伴
奏
で
あ
る
【
譜
例
１
】。

　

さ
ら
に
本
選
曲
譜
の
う
ち
、
劇
中
の
物
語
世

界
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
楽
曲
は
、《
寮
歌
》
と

《
商
船
校　

霞
め
る
空
に
》
で
あ
る
。
と
り
わ

け
《
寮
歌
》
の
二
段
譜
の
上
欄
に
は
「
嗚
呼
玉

杯
に
花
う
け
て
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（
9
）

（
10
）

【表 1】ヒラノ選曲譜『慈悲心鳥』楽曲一覧

曲名 2 段譜［ピアノ］ ト音記号 ヘ音記号
開幕 〇 〇 〇
寮歌 〇 〇 〇
雀 〇 〇 〇
修羅ばやし 〇黒インク
商船校　霞める空に 〇黒インク
No. 4 〇 〇
Austria 156 〇
If WINTER COMES 〇
楽曲名不明 〇

【譜例 1】　「開幕」第 7～14小節、 2段譜＋ト音記号譜（作成：白井）
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映
画
前
半
で
は
、
俊
輔
と
龍
太
郎
の
大
学
生
活
が
描
か
れ
る
。
佐
相
に
よ

れ
ば
「
二
人
か
ら
同
時
に
娘
へ
の
求
婚
を
受
け
た
駒
井
は
卒
業
試
験
で
の
二

人
の
精
進
を
見
て
相
手
を
決
め
る
と
答
え
た
。
⑥
こ
う
し
て
二
人
は
卒
業
試

験
の
準
備
に
全
力
を
傾
け
た
が
、
試
験
を
前
に
し
て
不
幸
に
も
龍
太
郎
は
腸

チ
フ
ス
に
倒
れ
た
」（
佐
相　

二
〇
〇
八
：
八
八
）
と
あ
る
。
寮
生
活
の
描
写

は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
場
面
の
物
語
内
の
音
楽
と
し
て
寮
歌
が
歌
わ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
試
験
か
ら
一
年
後
の
場
面
に
関
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 　

失
意
の
一
年
を
故
郷
に
送
っ
た
龍
太
郎
は
翌
年
再
び
卒
業
論
文
試
験

を
受
け
に
上
京
し
た
。

　
　

 　

あ
る
黄
昏
時
、
龍
太
郎
は
暗
い
顔
で
上
野
の
不
忍
池
を
散
歩
し
て
い

た
。
あ
る
カ
フ
ェ
の
中
か
ら
学
生
達
の
バ
ッ
カ
ス
の
歌
が
聞
え
て
き
た
。

龍
太
郎
は
過
ぎ
去
っ
た
青
春
を
寂
し
く
思
っ
た
。（
佐
相　

二
〇
〇
八
：

九
一
～
九
二
）

　

こ
の
場
面
で
、《
寮
歌
》
や
《
商
船
校
》
の
歌
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
記
譜
さ
れ
て
い
る
二
曲
と
は
異
な
る
と
し
て

も
、
こ
こ
で
の
歌
の
演
出
は
、
物
語
世
界
に
登
場
す
る
歌
と
し
て
の
写
実
描

写
の
み
な
ら
ず
、
映
画
前
半
の
学
生
生
活
を
偲
ば
せ
る
効
果
を
生
む
重
要
な

機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
伴
奏
曲
の
選
択
を
、
日
活
が
配
給
し
た
選
曲
譜
や
、
別
の
ヒ
ラ

ノ
選
曲
譜
と
比
較
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
映
像
が
残
っ
て
い
る
作
品
か
ら
は
、
例
え
ば
『
軍
神
橘
中
佐
』

（
一
九
二
六
）
へ
の
日
活
配
給
選
曲
譜
（
編
曲
：
松
平
信
博
）
で
は
、《
維
新

マ
ー
チ
》《
君
が
代
》
な
ど
が
選
曲
さ
れ
、
映
画
の
な
か
で
も
末
尾
で
戦
場
跡

に
日
の
丸
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
白
井　

二
〇
一
七
：
四
八
）。
ま
た
映

像
は
現
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、
学
生
の
陸
上
競
技
を
題
材
と
し
た
『
陸
の

王
者
』
の
選
曲
譜
に
早
稲
田
大
学
の
校
歌
が
記
譜
さ
れ
て
お
り
、
映
像
の
場

面
に
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
無
声
映
画
期
の
中
規
模
映
画

館
に
お
い
て
も
、
映
像
に
対
す
る
描
写
に
と
ど
ま
ら
な
い
音
楽
演
出
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
選
曲
譜
は
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
譜
面
を
ど
れ
ほ
ど
詳
細
に
分
析
し
て
も
、
映
画
作
品

の
全
体
像
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
演
出
が
全
国

各
地
で
の
個
別
の
映
画
館
の
上
映
に
ど
の
程
度
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
現
存
す
る
資
料
は
何
も
語
ら
な
い
か
ら
だ
。
佐
相
が
可
能
な
限
り
丹
念

に
文
献
資
料
を
た
ど
る
こ
と
で
透
か
し
見
せ
た
作
品
の
輪
郭
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
の
伴
奏
譜
は
、
無
声
映
画
期
の
溝
口
作
品
が
置
か
れ
た
映
画
館
ご
と
の

多
様
な
実
践
の
痕
跡
を
示
す
こ
と
で
、
作
品
と
し
て
の
統
一
的
性
格
の
欠
如

を
暴
露
し
て
し
ま
う
の
だ
。
ヒ
ラ
ノ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
楽

士
の
手
稿
に
よ
る
伴
奏
譜
は
、
個
別
の
映
画
館
で
活
動
し
て
い
た
楽
士
に
よ

る
選
曲
譜
が
、
映
画
作
品
の
全
体
像
を
示
し
う
る
限
界
を
明
瞭
に
示
す
と
同

時
に
、
そ
の
痕
跡
を
ま
っ
た
く
と
ど
め
て
い
な
い
個
別
の
映
画
館
で
の
試
み

が
無
数
に
発
生
し
た
こ
と
を
ネ
ガ
の
よ
う
に
映
し
出
す
。
無
声
映
画
に
お
け

る
「
作
品
」
や
「
作
家
」
と
い
う
概
念
の
こ
の
よ
う
な
も
ろ
さ
こ
そ
が
、
溝

口
健
二
や
小
津
安
二
郎
が
キ
ャ
リ
ア
の
初
期
に
置
か
れ
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
史

上
の
条
件
で
あ
っ
た
。
映
像
な
き
伴
奏
音
楽
の
断
片
と
し
て
現
存
す
る
こ
れ

ら
の
楽
譜
は
、
失
わ
れ
た
無
声
映
画
期
の
作
品
を
伝
え
る
数
少
な
い
証
言
で

あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
作
品
を
同
時
代
に
体
験
し
た
観
客
の
経
験
が
す
で
に

失
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
映
画
史
上
の
事
実
を
示
す
断
片
で
も
あ
る
。
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映像なき伴奏音楽の系譜 ― 溝口健二、マウリシオ・カーゲル、坂本龍一

二
．
も
う
一
つ
の
「
映
画
の
一
場
面
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
」	

	

― 

カ
ー
ゲ
ル
《M

M
51

》

　

第
一
節
で
は
、
フ
ィ
ル
ム
と
音
楽
が
別
々
の
媒
体
に
記
録
さ
れ
る
性
質
に

よ
っ
て
生
じ
る
、
散
逸
フ
ィ
ル
ム
の
「
映
像
の
不
在
」
と
い
う
事
態
を
具
体

例
か
ら
検
討
し
た
。
た
だ
し
こ
う
し
た
事
態
は
、
無
声
映
画
期
の
上
映
の
日

常
を
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
映
像
と
音
が
一
対
一
で
対
応
す
る
ト
ー

キ
ー
映
画
普
及
以
降
、
遡
及
的
に
発
見
さ
れ
た
「
問
題
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
無
声

期
か
ら
ト
ー
キ
ー
移
行
期
に
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
伴
奏
音
楽
》
の
よ
う
な

「
映
像
の
不
在
」
を
積
極
的
に
引
き
受
け
る
音
楽
が
残
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、

こ
の
作
品
を
出
発
点
に
、
映
画
産
業
へ
の
批
判
的
な
視
線
を
投
げ
か
け
る
映

像
な
き
伴
奏
音
楽
の
事
例
を
検
討
し
て
い
く
。

二
・
一
　
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
か
ら
カ
ー
ゲ
ル
へ

　

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
映
画
の
一
場
面
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
》
は
、
映
像
な
き

「
映
画
音
楽
」
と
し
て
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
作
品
群
の
な
か
で
特
異
な
位
置
づ

け
を
持
つ
一
方
で
、
そ
の
周
辺
に
も
同
様
の
性
格
を
持
つ
楽
曲
の
系
譜
が
み

ら
れ
る
。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
に
《
伴
奏
音
楽
》
を
委
嘱
し
た
出
版
社
・
ハ
イ
ン

リ
ヒ
ス
ホ
ー
フ
ェ
ン
社
は
、
同
時
に
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
レ
ー
カ
ー
（
一
八
七

八
～
一
九
三
四
）
に
同
様
の
委
嘱
を
行
っ
て
い
た
。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
作

品
と
比
較
す
る
と
注
目
を
集
め
な
か
っ
た
本
作
は
、
作
品
名
で
映
画
に
対
す

る
言
及
が
な
い
が
、「T

im
oroso

」「V
iolente

」「Incalzande

」「G
radevole

」

と
い
う
四
つ
の
小
曲
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
。
個
別
の
楽
曲
が
独
立
性
を

保
つ
形
式
は
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
《
伴
奏
音
楽
》
よ
り
も
普
及
し
て
い

（
11
）

た
無
声
映
画
伴
奏
曲
集
に
類
似
し
て
い
る
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
レ
ー

カ
ー
は
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
教
授
職
を
務
め
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
芸
術
ア
カ

デ
ミ
ー
と
並
ぶ
音
楽
高
等
教
育
機
関
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
音
楽
学
校
の
作
曲

の
教
授
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
シ
ュ
レ
ー
カ
ー
に
も
同
様
の
委
嘱
が
な
さ
れ

た
点
か
ら
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
《
伴
奏
音
楽
》
が
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
個

人
の
関
心
と
い
う
よ
り
も
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
映

画
と
音
楽
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
側
面
が
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク《
伴
奏
音
楽
》の
問
題
意
識
を
色
濃
く
受
け
継
い
だ

作
品
が
、
マ
ウ
リ
シ
オ
・
カ
ー
ゲ
ル
（
一
九
三
一
～
二
〇
〇
八
）
の
《M

M
51

：

ピ
ア
ノ
の
た
め
の
映
画
伴
奏
曲
（
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
と
と
も
に
）M

M
51: E

in 

Stück F
ilm

m
usik für K

lavier (und M
etronom

)

》（
一
九
七
六
）
で
あ
る
（
以

下
、《M

M
51

》
と
略
記
）。
そ
の
楽
曲
構
造
お
よ
び
演
奏
上
の
指
示
か
ら
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
商
業
映
画
に
お
け
る
映
像
と
音
楽
と
の
結
び
つ
き
へ
の
批

判
的
態
度
が
根
底
に
読
み
取
れ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
作
品
に
焦
点
を
当
て
、

「
映
像
な
き
映
画
音
楽
」
が
持
つ
潜
在
的
批
評
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

カ
ー
ゲ
ル
と
映
画
と
の
関
わ
り
は
深
く
、
電
子
音
や
録
音
し
た
音
響
を
用

い
て
製
作
し
た
短
編
『
ア
ン
チ
テ
ー
ゼA

ntithese

』（
一
九
六
五
）
に
始
ま

り
、『
マ
ッ
チM

atch

』（
一
九
六
六
）、『
ソ
ロSolo

』（
一
九
六
七
）、『
二
人

オ
ー
ケ
ス
ト
ラZ

w
ei-M

ann-O
rchester

』（
一
九
七
三
）
な
ど
の
作
品
を
製

作
し
て
い
る
（H

illebrand 1996: 251–253

）。
と
り
わ
け
、
映
画
『
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ンL

udw
ig van

』（
一
九
六
九
）
で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

音
楽
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
神
話
の
批
判
的
異
化
を
試
み
た
。
ド
イ
ツ
の
芸

術
音
楽
の
歴
史
の
内
部
か
ら
そ
の
権
威
を
解
体
し
批
判
す
る
カ
ー
ゲ
ル
の
活

動
全
般
の
な
か
で
も
、
映
像
音
響
は
重
要
な
領
域
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
《M

M
51

》
は
、
無
声
映
画
の
伴
奏
者
の
よ
う
に
映
像
を
見
な
が
ら
演
奏
す
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る
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
作
品
で
あ
る
。《M

M
51

》「
序
文
」
の
以
下
の
記
述
か
ら
は
、

本
作
の
作
曲
に
お
い
て
カ
ー
ゲ
ル
が
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
伴
奏
音
楽
》
を

強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

 
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
《
映
画
の
一
場
面
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
》
と
同
様

に
、
こ
の
ピ
ア
ノ
曲
の
テ
ー
マ
は
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
危
険
と
不
安
に
よ
る

脅
威
で
あ
る
。
し
か
し
、
独
自
の
表
現
主
義
的
音
楽
語
法
で
書
か
れ
た

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
管
絃
楽
曲
と
異
な
り
、
本
作
で
は
、
観
客
が
映
画

産
業
の
生
産
品
を
通
し
て
知
っ
て
い
る
商
業
音
楽
の
紋
切
り
型
が
も
っ

ぱ
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。（K

agel 1977: 2v

）

　

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
同
時
代
の
伴
奏
音
楽
の
形
式
を
借
り
つ
つ
、
そ
の
音

楽
語
法
の
枠
組
み
を
大
き
く
逸
脱
し
た
楽
曲
を
作
曲
し
た
の
に
対
し
、
カ
ー

ゲ
ル
は
意
図
的
に
同
時
代
の
ク
リ
シ
ェ
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る
。
ヘ
ン
チ
ェ
ル
が
『
不
安
の
音
調
』
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
一

九
七
〇
年
代
は
、
ホ
ラ
ー
映
画
や
Ｓ
Ｆ
映
画
な
ど
で
、
ク
シ
シ
ュ
ト
フ
・
ペ

ン
デ
レ
ツ
キ
（
一
九
三
三
～
）
や
ジ
ェ
ル
ジ
・
リ
ゲ
テ
ィ
（
一
九
二
三
～
二

〇
〇
六
）
な
ど
の
同
時
代
の
音
楽
語
法
が
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
定

型
化
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
（H

entschel　

二
〇
一
一
：
十
四
～
五
十

九
）。
本
作
に
は
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
音
楽
の
語
法
を
め
ぐ
る
状
況
へ

の
皮
肉
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

音
楽
語
法
に
対
す
る
こ
う
し
た
態
度
に
加
え
て
、
楽
曲
全
体
の
構
成
法
に

も
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
、
独
立
し
た
項
目
間
の
展
開

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
い
で
全
体
を
構
成
す
る
よ
う
力
点
を
置
い
た
の
に
対
し
、

カ
ー
ゲ
ル
は
こ
う
し
た
音
楽
語
法
を
引
用
の
よ
う
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
音

楽
を
通
し
て
、
観
客
が
記
憶
の
な
か
で
「
不
安
」
と
い
う
ト
ポ
ス
と
結
び
つ

い
た
映
像
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
風
に
」
結
び
つ
け
る
離
散
的

な
構
造
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
楽
譜
に
記
さ
れ
た
カ
ー
ゲ
ル
の
序
文
に
は
、

以
下
の
記
述
が
続
く
。

　
　

 

す
で
に
楽
曲
の
最
初
の
和
音
か
ら
、
聴
衆
は
映
像
の
描
写
と
切
り
離
す

こ
と
が
難
し
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
耳
に
す
る
と
、
聴
覚
上
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
観
客
た
ち
の
記
憶

の
な
か
に
も
は
や
正
確
で
は
な
く
不
鮮
明
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
の
場
面
と
、
こ
れ
ら
の
音
楽
を
結
び
つ
け
る
こ
と
こ
そ
が
、

異
な
る
映
画
の
場
面
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
風
に
扱
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

別
々
の
（disparat

）
出
自
を
も
っ
た
劇
的
状
況
か
ら
、
こ
う
し
て
、
あ

る
独
自
の
新
た
な
表
象
（V

orstellung

）
が
形
作
ら
れ
る
の
だ
。（K

agel 

1977: 2v

）

そ
こ
で
本
節
で
は
、
カ
ー
ゲ
ル
が
本
作
に
与
え
た
一
人
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
奏
者

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
の
性
格
、
と
り
わ
け
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
と
声

と
の
関
係
を
含
め
た
重
層
的
な
時
間
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
作
は
「M

M
51

」、
つ
ま
り
毎
分
五
十
一
回
と
い
う
規
則
的
な
拍
構
造

を
演
奏
の
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
い
る
。
副
題
で
「
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
（
メ

ト
ロ
ノ
ー
ム
と
も
に
）」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
が
、
上
演
に
お
け
る
メ
ト
ロ

ノ
ー
ム
の
存
在
感
は
非
常
に
大
き
い
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
に
関
し
て
、
カ
ー
ゲ

ル
は
、「
演
奏
に
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
が
必
要
で
」「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
典
型
的
な

メ
ル
ツ
ェ
ル
・
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
が
適
し
て
い
る
」
と
指
示
し
て
い
る
（K

agel 

1977: 2v

）。
そ
し
て
、
半
球
形
の
台
に
置
か
れ
た
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
を
、
楽
譜
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の
指
示
に
従
っ
て
左
足
の
ペ
ダ
ル
に
よ
っ
て
傾
斜
さ
せ
る
こ
と
で
拍
節
に
歪

み
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
。

二
・
二
　《M

M
51

》
の
分
析	

―	

拍
節
構
造
と
そ
の
歪
み

　

演
奏
に
導
入
さ
れ
た
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
は
、
さ
し
あ
た
り
規
則
的
な
拍
節
を

観
客
お
よ
び
演
奏
者
の
両
者
に
明
瞭
に
意
識
さ
せ
る
。「
不
安
」
や
「
危
険
」

の
よ
う
な
緊
迫
し
た
心
理
的
状
況
が
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
演
奏
者
に

感
情
の
起
伏
を
表
現
す
る
た
め
の
自
由
な
加
速
や
減
速
は
許
さ
れ
な
い
。
ま

た
定
め
ら
れ
た
映
写
速
度
を
遵
守
し
、
不
可
逆
的
に
進
む
無
声
映
像
の
規
則

性
を
反
映
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
楽
曲
の
特
定
の
箇
所
で
演
奏
者
が
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
に
傾
斜
を
加

え
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
存
在
は
、
規
則
的
な

拍
節
構
造
の
歪
み
を
次
第
に
前
景
化
さ
せ
て
い
く
。
無
声
映
画
期
に
流
行
し

た
歪
ん
だ
斜
め
の
構
図
と
の
類
比
を
示
唆
す
る
よ
う
に
、
拍
節
構
造
の
歪
み

は
、
次
第
に
楽
曲
に
自
由
さ
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
メ
ト
ロ
ノ
ー

ム
の
操
作
と
楽
曲
の
進
行
と
の
関
係
を
細
か
く
検
討
し
て
み
た
い
。

　

最
初
に
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
傾
斜
が
始
ま
る
の
は
第
七
一
小
節
で
あ
る
。
こ

の
部
分
に
先
立
っ
て
、
第
六
八
小
節
の
三
拍
目
か
ら
フ
ォ
ル
テ
ィ
ッ
シ
シ
モ

に
よ
る
高
音
部
の
激
し
い
挿
入
句
が
現
れ
る
【
譜
例
２
】。
先
行
す
る
部
分
で

は
、
第
四
二
～
五
六
小
節
ま
で
緩
や
か
に
上
昇
し
、
下
降
す
る
変
化
を
除
け

ば
、
音
域
は
大
部
分
が
ヘ
音
記
号
以
下
の
低
音
部
で
推
移
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
こ
の
音
域
の
突
発
的
な
変
化
は
、
カ
ー
ゲ
ル
自
身
が
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ

風
」
と
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
作
で
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
挿
入

句
を
き
っ
か
け
に
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
拍
節
が
歪
み
は
じ
め
る
と
、
低
音
に
ニ

音
→
嬰
へ
音
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
不
規
則
な
リ
ズ
ム
で
登
場
す
る
。
モ
テ
ィ
ー

フ
が
九
回
繰
り
返
さ
れ
た
第
八
七
小
節
で
ニ
音
に
到

達
し
た
と
こ
ろ
で
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
は
再
び
水
平
に

戻
り
、
第
九
一
小
節
か
ら
は
左
手
に
「
旋
律
的
に
目

立
た
せ
て
」（K

agel 1977: 11

）
と
い
う
指
示
に
よ

る
息
の
長
い
旋
律
的
な
表
現
が
登
場
す
る
別
の
場
面

へ
と
移
っ
て
い
く
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
が
傾
斜
す
る
部

分
で
は
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
歪
み
に
対
応
す
る
よ
う

に
、
楽
曲
内
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
不
規
則
な
拍
節
構

造
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
第
九
六
小
節
か
ら
ふ
た
た
び
メ
ト
ロ

ノ
ー
ム
に
傾
斜
が
与
え
ら
れ
て
い
く
場
面
で
は
、
規

則
的
な
リ
ズ
ム
が
強
調
さ
れ
る
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の

歪
み
と
規
則
的
な
リ
ズ
ム
の
ず
れ
が
増
大
し
、
九
／

八
拍
子
へ
と
移
行
す
る
第
一
〇
四
小
節
の
直
前
で
、

つ
い
に
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
が
一
時
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
笑
い
声
が
登
場
す
る

第
一
二
〇
小
節
に
お
い
て
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
拍
が
復
活
す
る
も
の
の
、
第
一

二
五
小
節
に
は
、「
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
は
さ
ら
に
ピ
ア
ノ
演
奏
の
テ
ン
ポ
か
ら
独

立
し
て
続
く
」
と
指
示
が
あ
り
（K

agel 1977: 15

）、
楽
曲
の
拍
節
構
造
は

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
に
従
う
の
を
や
め
て
し
ま
う
。

　

楽
曲
前
半
で
統
一
的
な
拍
節
構
造
を
与
え
て
い
た
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
は
、
後

半
で
は
そ
の
支
配
的
性
格
を
全
く
保
っ
て
い
な
い
。
第
一
二
〇
小
節
で
笑
い

声
が
登
場
し
、
第
一
二
五
小
節
で
そ
の
規
則
的
な
リ
ズ
ム
か
ら
独
立
し
て
楽

曲
が
進
む
箇
所
で
は
、
左
手
で
奏
さ
れ
る
低
音
域
の
下
行
音
型
に
よ
る
リ
ズ

ム
、
右
手
で
奏
さ
れ
る
オ
ク
タ
ー
ブ
内
で
変
化
す
る
高
音
域
の
和
音
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
よ
る
「H

A
 H

A
 H

A

」
と
い
う
笑
い
声
、
さ
ら
に
超
低
音
域
の
持 【譜例 2】　《MM51》第68～71小節（作成：白井、前打音は省略）
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続
音
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
と
い
う
五
つ
の
層
が
同
時
に
進
行
す
る
。
同
期
し
な

い
複
数
の
層
が
カ
オ
ス
へ
到
達
す
る
の
が
第
一
三
五
～
一
三
七
小
節
で
、
第

一
三
七
小
節
の
「
ア
ド
リ
ブ
」
と
い
う
指
示
を
経
て
、
第
一
四
〇
小
節
で
メ

ト
ロ
ノ
ー
ム
が
急
停
止
し
、
冒
頭
の
音
型
が
再
現
さ
れ
楽
曲
を
閉
じ
る
。
演

奏
と
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
規
則
的
拍
節
構
造
の
非
同
期
が
際
立
つ
後
半
は
、
無

声
映
画
と
伴
奏
と
の
関
係
、
さ
ら
に
よ
り
広
い
映
像
と
音
楽
と
の
関
係
に
、

「
非
同
期
」
す
る
複
数
の
層
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
複
層
的
拍
節
構
造

は
、
笑
い
声
や
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
と
演
奏
と
の
乖
離
に
よ
っ
て
「
演
劇
的
」
に

示
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
楽
曲
の
前
半
か
ら
巧
み
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
だ
。

楽
曲
の
最
後
に
反
復
さ
れ
る
提
示
部
分
が
終
わ
る
第
一
三
～
六
八
小
節
に
か

け
て
、
三
拍
子
に
収
ま
ら
な
い
音
価
が
、
そ
の
周
期
を
絶
え
ず
変
化
さ
せ
な

が
ら
規
則
的
に
反
復
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
【
表
２
】。

　

ま
た
楽
曲
の
末
尾
で
は
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
が
刻
む
三
／
四
拍
子
の
規
則
的

リ
ズ
ム
と
と
も
に
奏
さ
れ
る
冒
頭
の
一
三
小
節
間
と
同
一
の
音
楽
が
、
第
一

四
〇
小
節
以
降
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム

な
し
で
九
／
八
拍
子
に
変
化
し
て

登
場
す
る
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
規

則
的
な
拍
節
な
し
で
冒
頭
が
そ
の

ま
ま
再
現
さ
れ
る
枠
構
造
は
、
規

則
的
に
刻
ま
れ
る
時
間
と
楽
曲
の

構
造
が
、
当
初
か
ら
独
立
し
て
い

た
こ
と
を
潜
在
的
に
示
唆
し
て

い
る
。

　

楽
曲
の
こ
う
し
た
特
徴
は
、
映
像
と
音
楽
と
の
関
係
に
関
す
る
、
ど
の
よ

う
な
問
題
意
識
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ー
ゲ
ル
が
「
コ
ラ
ー

ジ
ュ
風
」
と
述
べ
る
そ
の
離
散
的
性
格
は
、
水
平
的
に
変
化
す
る
モ
ン
タ
ー

ジ
ュ
的
性
格
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
の
作
品
の
な
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ズ
ム
構

造
が
「
非
同
期
」
に
、
し
か
し
何
ら
か
の
接
点
を
保
っ
て
共
存
し
て
い
る
点

に
見
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
楽
曲
に
内
在
す
る
こ
う
し
た
構
造
は
、
上

演
の
際
の
映
像
や
、
音
が
想
起
す
る
記
憶
の
な
か
の
映
像
と
い
う
も
う
一
つ

の
層
と
掛
け
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
複
雑
な
重
層
構
造
を
作
品
に
導
入

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

カ
ー
ゲ
ル
は
、
本
作
の
映
像
を
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
残
し
た
。
一

つ
は
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
の
作
品
と
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
Ｆ
・
Ｗ
・
ム
ル
ナ
ウ
監

督
の
映
画
『
ノ
ス
フ
ェ
ラ
ト
ゥ
』
の
映
像
か
ら
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
伴
う
作
品

と
し
て
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
映
像
版
を
、
カ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
完
成
版
と
考

え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
特
定
の
作
品
の
た
め
の
映
画
の
音

楽
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
あ
る
映
画
音
楽
」
と
し
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
。

カ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
映
像
作
品
と
音
楽
と
の
同
期
は
、
そ
の
一
事
例
に
過
ぎ
な

い
。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
《
映
画
の
一
場
面
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
》
の
映
画

化
の
勧
め
を
断
っ
た
態
度
と
は
対
照
的
に
、
カ
ー
ゲ
ル
は
、
本
作
を
現
存
す

る
無
声
映
画
か
ら
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
同
期
さ
せ
う
る
作
品
と
し
て
も
提
示
し

た
。
ム
ル
ナ
ウ
の
映
像
は
、
本
作
が
同
期
し
う
る
唯
一
で
特
権
的
な
映
像
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
観
客
た
ち
の
記
憶
の
な
か
に
も
は

や
正
確
で
は
な
く
不
鮮
明
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
の
場
面
」

（K
agel 1977: 2v

）
の
範
例
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。《M

M
51

》
は
、
映

像
の
欠
如
を
通
し
て
、観
客
の
記
憶
と
い
う
個
人
的
か
つ
集
合
的
な
要
素
と
、

ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
、
断
片
化
さ
れ
、
流
用
さ
れ
て
い
く
無
声
映
像
の
デ
ー

（
12
）

【表 2】《MM51》第13～68小節の反復

小節.拍 反復周期となる音価
１3～１6.2  7［１6分音符］
１6.3～１9.2  5
23.3～30.１  8
35～36  6
36.2～45.１ １0
56.3～6１.１  4
6１.3～63.１  2
63.3～68.3 １2
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映像なき伴奏音楽の系譜 ― 溝口健二、マウリシオ・カーゲル、坂本龍一

タ
ベ
ー
ス
と
い
う
リ
ア
ル
な
素
材
と
同
期
し
、
新
た
な
映
画
体
験
を
生
む
可

能
性
を
胚
胎
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

三
．「
非
同
期
」
す
る
映
画
の
音
楽	

	

―	

坂
本
龍
一
『asyn

c

』
短
編
映
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

第
一
節
か
ら
第
二
節
に
か
け
て
、
無
声
映
画
か
ら
ト
ー
キ
ー
映
画
へ
の
以

降
と
い
う
歴
史
的
条
件
の
な
か
か
ら
生
じ
た
「
映
像
な
き
」
映
画
音
楽
と
い

う
事
例
を
検
討
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
よ
り
積
極
的
に
映
像
に
先
行
し
て

製
作
さ
れ
た
「
架
空
の
」
映
画
音
楽
が
、
無
数
の
映
画
を
生
み
出
す
契
機
と

な
っ
た
事
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

坂
本
龍
一
（
一
九
五
二
～
）
と
映
画
の
音
楽
と
の
関
わ
り
は
、
改
め
て
本

稿
で
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
一
九
五
二
年
に
東
京
で
生
ま
れ
、
一

九
七
八
年
に
イ
エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（Y

M
O

）
と
し
て
の

活
動
を
開
始
、
一
九
八
三
年
の
『
戦
場
の
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
』（
監
督
：

大
島
渚
）
で
役
者
と
し
て
出
演
す
る
と
と
も
に
音
楽
も
担
当
し
、
ベ
ル
ナ
ル

ト
・
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
監
督
作
品
の
『
ラ
ス
ト
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
』（
一
九
八
七
）、

『
シ
ェ
ル
タ
リ
ン
グ
・
ス
カ
イ
』（
一
九
九
〇
）
な
ど
精
力
的
に
映
画
の
音
楽

を
提
供
し
て
き
た
。

　

本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
二
〇
一
七
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム
『async
』

と
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
を
素
材
に
公
募
さ
れ
た
短
編
映
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
生
ま
れ
た
作
品
群
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
喉
頭
が
ん
を
宣
告
さ

れ
た
坂
本
は
、治
療
の
た
め
の
休
養
を
経
て
二
〇
一
五
年
に
は
映
画『
レ
ヴ
ェ

ナ
ン
ト
』（
監
督
：
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
イ
ニ
ャ
リ
ト
ゥ
）
の

音
楽
を
発
表
し
た
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
「
架
空
の
ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ

（
13
）

ス
キ
ー
の
映
画
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
」
と
坂
本
自
身
が
述
べ
て
い
る
も
の

の
、
特
定
の
映
像
の
た
め
に
作
ら
れ
た
音
楽
で
は
な
い
。

三
・
一
　『asyn

c

』
短
編
映
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

ア
ル
バ
ム
『async

』
は
、
近
年
の
坂
本
の
活
動
の
な
か
で
も
、
特
に
音
響

の
空
間
的
調
合
を
示
す
鍵
概
念
の
一
つ
で
あ
る
「
設
置
音
楽
」
の
文
脈
で
評

価
を
高
め
て
き
た
。
本
稿
の
文
脈
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
一
七
～
一
八

年
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
「
坂
本
龍
一w

ith 

高
谷
史
郎　

設
置
音
楽
2
」
展

（
二
〇
一
七
年
十
二
月
～
一
八
年
三
月
、IC

C

）
で
あ
る
。
本
展
覧
会
に
は
、

福
島
の
被
災
地
の
瓦
礫
の
な
か
か
ら
発
掘
さ
れ
た
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
自

動
演
奏
を
含
む
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
《Is Y

our T
im

e

》（
二
〇
一
七
）
な

ど
が
出
品
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ア
ル
バ
ム
『async

』
の
音
楽
を
用
い
て
公
募

さ
れ
た
、
短
編
映
画
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
、
受
賞
作
品
の
上

映
も
行
わ
れ
た
。

　
「『async

』
短
編
映
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
は
、「
ア
ル
バ
ム
『async

』

の
な
か
の
楽
曲
を
一
～
二
曲
使
用
し
た
短
編
映
画
」
を
公
募
し
た
も
の
で
あ

る
。
八
〇
〇
件
を
超
す
作
品
が
応
募
さ
れ
、
坂
本
が
選
ぶasync

賞
、
ま
た

審
査
員
の
名
を
賞
に
関
し
た
ア
ビ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー
セ
ク
タ
ン
賞
、

さ
ら
にvim

eo

な
ど
の
動
画
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
た
応
募
作
品
に
対
す
る
、

facebook

な
ど
の
ウ
ェ
ブ
上
で
の
「
い
い
ね
」
の
数
に
基
づ
く
「
観
客
賞
」

が
与
え
ら
れ
た
。

　

ア
ル
バ
ム
『async

』
に
は
、
全
十
四
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク

の
詳
細
な
分
析
を
行
う
こ
と
は
本
稿
の
枠
内
で
は
行
わ
な
い
が
、
短
編
映
画

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
公
募
作
品
の
条
件
が
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
内
か
ら
一

～
二
曲
を
選
択
す
る
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
応
募

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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論　文

者
は
楽
曲
を
選
択
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
音
楽
以
外
の
音
の
要
素
を
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
に
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
般
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ヴ
ィ

デ
オ
の
よ
う
に
単
一
の
楽
曲
が
先
行
し
て
お
ら
ず
、
時
間
構
成
の
点
で
応
募

者
に
一
定
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
節
に
て
、
こ
の
ア
ル

バ
ム
か
ら
ど
の
よ
う
な
映
像
作
品
が
生
ま
れ
た
の
か
、
受
賞
作
品
を
具
体
的

に
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　
三
・
二
　
作
品
分
析

　

ま
ず
「async

賞
」
を
受
賞
し
た
『
幸
せ
な
場
所
でIn a happy place

』
で

は
、
第
八
曲
《fullm

oon
》
と
第
七
曲
《ubi

》
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭

の
一
分
ほ
ど
は
坂
本
の
音
楽
は
登
場
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
や
り
取
り
を
手

持
ち
の
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
た
映
像
が
続
く
。《fullm

oon

》
が
登
場
す
る
の
は

映
像
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
分
十
八
秒
ほ
ど
の
部
分
で
、
高
音
の
持
続
音
に
続

き
、《fullm

oon

》
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・

バ
ロ
ウ
ズ
に
よ
る
朗
読
の
音
声
が
始
ま
る
と
、
子
供
達
の
会
話
な
ど
の
現
実

音
は
後
退
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
曲
の
用
法
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ

ク
の
す
べ
て
が
坂
本
の
音
楽
に
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、
映
像
の
シ
ョ
ッ

ト
に
合
わ
せ
て
雨
の
音
な
ど
の
現
実
音
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

《fullm
oon

》
は
、
ア
ル
バ
ム
の
な
か
で
最
も
多
言
語
的
に
展
開
す
る
楽
曲
で

あ
り
、
冒
頭
の
子
供
た
ち
の
会
話
、
視
覚
的
に
示
さ
れ
る
満
月
の
映
像
の
挿

入
な
ど
、
映
像
と
音
楽
と
が
互
い
に
独
立
し
つ
つ
、
接
点
を
保
ち
つ
つ
進
行

し
て
い
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、《fullm

oon

》
が
楽
曲
半
ば
の
一
分
三
十
秒
程
度
の
箇
所
で
中
断

し
、
続
く
《ubi

》
へ
と
切
り
替
わ
る
。
調
性
感
や
規
則
的
な
拍
節
構
造
が
支

（
17
）

配
的
で
、
バ
ッ
ハ
ら
の
宗
教
曲
を
思
わ
せ
る
楽
曲
が
ピ
ア
ノ
を
中
心
に
始
ま

る
と
、
現
実
音
は
ほ
と
ん
ど
後
退
す
る
。
一
人
の
少
女
を
背
中
か
ら
追
い
か

け
る
、
手
持
ち
の
長
回
し
の
シ
ョ
ッ
ト
を
伴
奏
す
る
《ubi

》
は
、
映
像
、
音

響
の
断
片
的
イ
メ
ー
ジ
が
矢
継
ぎ
早
に
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
作
品
前
半
と

は
明
確
に
異
な
る
部
分
へ
作
品
が
移
行
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
後
、
楽
曲

の
終
り
に
電
子
音
の
み
が
残
り
、《fullm

oon

》
で
登
場
し
た
映
像
が
重
な
る

と
、
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
へ
と
続
く
。

　

本
作
の
巧
み
な
点
は
、五
分
十
五
秒
か
ら
始
ま
る
シ
ョ
ッ
ト
で
、映
像
に
対

応
し
た
現
実
音
が
回
復
す
る
点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

の
全
体
を
坂
本
の
音
楽
が
覆
う
後
半
の
状
況
に
、
一
瞬
の
中
断
を
導
入
し
て

い
る
。『In a happy place

』
は
、
坂
本
の
音
楽
を
時
に
中
断
し
、
映
像
に
対

応
す
る
現
実
音
で
介
入
し
な
が
ら
、
音
楽
に
内
在
す
る
多
層
性 

― 

ピ
ア
ノ

の
楽
曲
、
断
続
的
に
響
く
高
音
、
ド
ロ
ー
ン
、
録
音
さ
れ
た
音
響 

― 

を
映

像
音
響
の
全
体
へ
と
拡
張
す
る
形
で
『async

』
を
映
像
へ
と
取
り
込
ん
だ
も

の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
坂
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
賞
の
選

考
基
準
は
、
映
像
が
「
映
画
的
」
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
よ
る
よ
う

だ
。
坂
本
は
本
作
を
「
映
像
が
音
楽
に
従
属
す
る
の
で
は
な
く
、
音
楽
が
映

像
に
従
う
の
で
も
な
い
。
こ
の
映
画
は
、
音
楽
の
意
味
に
深
み
を
与
え
、
さ

ら
に
超
越
へ
と
飛
躍
す
る
た
め
に
音
楽
を
使
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

次
に
《L

ife, L
ife

》
と
い
う
楽
曲
を
使
用
し
た
映
像
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

こ
の
楽
曲
の
映
像
化
の
多
様
な
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。《L

ife, L
ife

》
は
、

ホ
短
調
の
和
音
を
中
心
に
刻
ま
れ
る
規
則
的
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
ピ
ア
ノ

に
よ
っ
て
旋
律
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
反
復
し
て
奏
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
で
、ド

ロ
ー
ン
の
よ
う
に
持
続
す
る
音
響
の
厚
み
が
変
化
す
る
。
ま
た
、
ア
ル
セ
ー

ニ
ー
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
詩
「A

nd this I dream
t, and this I dream

」
が

（
18
）

（
19
）
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映像なき伴奏音楽の系譜 ― 溝口健二、マウリシオ・カーゲル、坂本龍一

三
聯
に
分
け
て
朗
読
さ
れ
る
点
も
印
象
深
い
。

　

観
客
賞
を
受
賞
し
た
『
処
暑
に
満
つ
』（
監
督
：J. K

. W
ang

）
は
、
本
曲

の
み
を
使
用
し
た
作
品
で
、
全
体
が
十
六
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
な
る
。
冒
頭
の

シ
ョ
ッ
ト
一
で
は
、
す
ぐ
に
音
楽
は
使
用
さ
れ
ず
、
眠
る
一
人
の
女
性
の
横

顔
が
、
蝋
燭
の
炎
越
し
に
フ
レ
ー
ム
・
イ
ン
す
る
。
最
初
に
登
場
す
る
音
は

蝉
の
鳴
き
声
の
効
果
音
で
あ
り
、
お
よ
そ
四
十
秒
の
と
こ
ろ
で
音
楽
が
始
ま

る
。
音
楽
が
開
始
す
る
と
蝉
の
鳴
き
声
が
重
な
っ
た
ま
ま
次
第
に
音
量
を
増

大
さ
せ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
へ
画
面
が
切
り
替
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
蝉
の
声
は
消

え
、
音
楽
だ
け
が
残
る
。
そ
れ
以
降
は
、
効
果
音
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
処
暑
に
満
つ
』
の
映
像
は
、
眠
る
女
性
た
ち
の
場
面
と
（
シ
ョ
ッ
ト
一
、

三
～
六
、
八
、
十
一
、
十
六
）、
草
原
を
歩
く
場
面
（
七
、
九
、
十
、
十
二
、

十
三
）
の
二
つ
の
空
間
が
、
交
互
に
示
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
際
に
着
目
さ
れ
る
の
は
、
詩
の
朗
読
で
示
唆
さ
れ
る
「
夢
」
や
「
鏡
像
」

と
い
う
二
重
構
造
が
、
映
像
の
空
間
構
造
と
緩
や
か
に
つ
な
が
り
を
持
っ
て

い
る
点
だ
ろ
う
。
眠
っ
て
い
た
女
性
が
宙
に
浮
き
、
瞳
を
開
く
シ
ョ
ッ
ト
に

続
い
て
示
さ
れ
る
草
原
の
場
面
を
、
眠
る
女
性
が
見
て
い
る
夢
と
解
釈
す
る

こ
と
は
た
や
す
い
。

　

さ
ら
に
、
映
像
に
導
入
さ
れ
る
鏡
像
的
な
向
か
い
合
わ
せ
の
表
現
も
顕
著

で
あ
る
。
夢
の
表
現
と
み
ら
れ
る
森
が
水
面
に
移
る
シ
ョ
ッ
ト
十
三
に
続
い

て
、『
処
暑
に
満
つ
』
の
な
か
で
鏡
が
直
接
映
し
出
さ
れ
る
唯
一
の
シ
ョ
ッ
ト

十
四
が
登
場
す
る
【
図
２
】。

　

こ
の
鏡
に
向
き
合
う
紺
の
服
の
女
性
の
バ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
に
続
い
て
、
蝋

燭
の
ア
ッ
プ（
シ
ョ
ッ
ト
十
五
）を
経
て
冒
頭
の
場
面
の
眠
る
女
性
の
シ
ョ
ッ

ト
十
六
へ
移
り
、次
第
に
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
す
る
と
、女
性
が
三
人
へ
と
増
え
て

い
る
。
鏡
を
直
接
映
し
出
す
こ
の
シ
ョ
ッ
ト
の
ほ
か
に
も
、冒
頭
の
シ
ョ
ッ
ト

（
20
）

で
は
、
カ
メ
ラ
が
不
安
定
に
左
へ
と
動

き
な
が
ら
蝋
燭
越
し
に
紺
の
洋
服
の
女

性
を
映
し
、
そ
の
ま
ま
も
う
一
度
右
に

カ
メ
ラ
が
戻
る
。
そ
の
一
瞬
、
鏡
の
よ

う
に
向
き
合
う
も
う
一
人
の
女
性
の
横

顔
が
フ
レ
ー
ム
イ
ン
し
た
瞬
間
に
、
タ

イ
ト
ル
へ
と
切
り
替
わ
る
部
分
や
、
続

く
シ
ョ
ッ
ト
三
と
四
で
生
じ
る
向
き
合

う
二
人
の
女
性
の
切
り
返
し
で
も
、
鏡

像
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
。
隣
接
せ
ず
関

係
が
定
か
で
は
な
い
二
つ
の
空
間
を
一

つ
の
楽
曲
が
つ
な
ぐ
本
作
に
お
い
て
は
、
詩
が
言
語
的
レ
ベ
ル
で
示
唆
す
る

意
味
作
用
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
、
観
客
賞
二
位
を
獲
得
し
たJulius H

orsthuis

『
復
活

R
ecurrence

』
は
、
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
の
Ｃ
Ｇ
作
品
で
、『
処
暑
に
満
つ
』
と
は

異
な
る
映
像
と
音
楽
の
組
み
合
わ
せ
を
試
み
て
い
る
。
全
編
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
航
空
写
真
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
図
形
へ
と
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
い
く
が
、

そ
の
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
は
平
面
へ
と
た
ど
り
着
く
こ
と
は
な
い
。H

orsthuis

は
、

フ
ラ
ク
タ
ル
な
Ｃ
Ｇ
図
形
を
用
い
た
映
像
を
得
意
と
し
て
お
り
、
永
遠
に
図

形
の
内
部
へ
と
沈
降
し
て
い
く
よ
う
な
映
像
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
図
形
が
、

特
定
の
具
象
的
対
象
の
像
を
結
ぶ
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
た
映
像
と
と
も
に

同
期
す
る
こ
と
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、朗
読
な
ど
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
言

語
表
現
と
映
像
の
対
応
で
は
な
く
、
一
定
の
リ
ズ
ム
の
な
か
で
、
次
第
に
ノ

イ
ズ
が
増
大
し
て
い
き
、
後
半
で
明
確
な
旋
律
が
登
場
す
る
と
い
う
楽
曲
の

（
21
）

【図 2】　『処暑に満つ』ショット14
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線
的
構
造
で
あ
る
。
観
客
賞
の
第
八
位
を
獲
得
し
たC

hien-A
n Y

uan

『L
ife, 

L
ife

』
で
は
、
本
作
全
編
の
み
を
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
と
し
て
使
用
し
、
万
華

鏡
の
よ
う
な
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が
展
開
す
る
。
朗
読
の
内
容
と
の

意
味
上
の
対
応
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。
映
像
が
、
時
に
ス
ト
ロ
ボ
や
胎
動

の
よ
う
に
細
か
に
ゆ
ら
ぎ
な
が
ら
変
化
し
て
い
く
本
作
品
の
映
像
と
組
み
合

わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
言
語
的
レ
ベ
ル
や
音
楽
の
な
か
の
和
声
・
旋
律
面
よ
り

も
、
ゆ
ら
ぎ
な
が
ら
変
化
し
て
い
る
持
続
音
へ
と
観
客
の
注
意
が
向
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

ア
ル
バ
ム
『async
』
の
短
編
映
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
生
ま
れ

た
こ
れ
ら
の
映
像
作
品
群
は
、
ア
ル
バ
ム
か
ら
の
取
捨
選
択
と
い
う
一
定
の

自
由
の
な
か
で
、
映
像
に
先
行
す
る
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
が
無
数
の
映
像
を

喚
起
し
、
新
た
な
創
作
を
生
ん
だ
例
と
言
え
よ
う
。
第
一
節
で
取
り
上
げ
た

歴
史
的
条
件
か
ら
生
ま
れ
た
映
像
の
欠
落
と
も
、
第
二
節
で
の
映
画
産
業
へ

の
批
判
的
態
度
と
も
異
な
る
形
で
、
映
像
の
不
在
を
積
極
的
に
引
き
受
け
た

「
映
像
な
き
映
画
音
楽
」
が
誘
発
し
た
作
品
群
で
あ
る
。

　

そ
の
試
み
は
動
画
配
信
サ
イ
ト
な
ど
と
の
親
和
性
も
高
く
、
現
在
に
至
る

ま
で
増
殖
を
続
け
て
い
る
。
一
定
の
音
楽
か
ら
様
々
な
映
像
が
生
み
出
さ
れ

「
ミ
ー
ム
ス
（M

em
es

）」
の
よ
う
に
広
が
る
事
象
で
は
（S

hifm
an 2014

）、

例
え
ばT

ikTok

な
ど
の
よ
う
に
映
像
と
音
声
の
「
同
期
」
が
重
要
な
要
素
と

な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ル
バ
ム
『async

』
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
群
は
、

映
像
と
音
の
関
係
に
「
非
同
期
」
を
積
極
的
に
導
入
す
る
。
そ
の
点
で
、
音

と
映
像
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
映
像
文
化
の
現
在
の
状
況
を
可
視
化
し
、
再
考

を
迫
る
批
評
性
を
帯
び
て
い
る
。

（
22
）

（
23
）

む
す
び
に

　

本
稿
で
は
、
映
像
に
対
す
る
帰
属
が
明
確
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
映
画
の
」
音
楽
と
し
て
作
ら
れ
た
音
楽
を
映
像
な
き
伴
奏
音
楽
と
し
て
、

無
声
映
画
期
の
伴
奏
譜
か
ら
近
年
の
ア
ル
バ
ム
に
至
る
事
例
を
検
討
し
て
き

た
。
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
無
声
映
画
期
の
伴
奏
譜
は
、
映
像
と
音
響
が
同

じ
媒
体
に
記
録
さ
れ
る
と
い
う
フ
ィ
ル
ム
式
ト
ー
キ
ー
が
世
界
的
に
普
及
す

る
以
前
の
映
像
音
響
の
関
係
か
ら
、
現
在
の
状
況
を
問
う
て
い
る
。
無
声
映

画
フ
ィ
ル
ム
の
散
逸
か
ら
生
じ
る
映
像
の
欠
落
は
、
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
媒
体

の
脆
弱
性
を
暴
露
す
る
も
の
で
あ
り
、
映
像
と
音
響
を
一
つ
の
全
体
と
し
て

捉
え
「
復
元
」
を
目
指
す
立
場
か
ら
は
、
映
像
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
使
用

価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
理
念
的
「
復
元
」

と
い
う
目
的
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
る
と
、
映
像
音
響
の
一
方
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
み
が
現
存
す
る
事
態
は
、
歴
史
研
究
の
想
像
力
を
大
い
に
刺
激
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
坂
本
龍
一
の
ア
ル
バ
ム
『async

』
お
よ
び
ア
ル
バ

ム
を
用
い
た
短
編
映
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
作
品
の
流
通
の
面
に
お
い

て
も
、
映
像
と
音
楽
の
結
び
つ
き
の
可
塑
性
が
増
す
現
在
の
状
況
を
明
る
み

に
出
し
て
い
る
。
製
作
・
流
通
の
両
面
で
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
が
、
無

声
映
画
の
実
践
を
通
し
て
残
さ
れ
た
映
像
な
き
伴
奏
譜
の
蘇
生
を
促
す
可
能

性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
シ

オ
ン
が
提
起
す
る
「
映
画
の
音
」、
つ
ま
り
映
像
と
不
可
分
な
形
で
結
び
つ

き
、
映
像
に
対
し
て
関
係
づ
け
ら
れ
た
音
と
し
て
映
像
音
響
を
捉
え
る
分
析

装
置
が
（
シ
オ
ン　

二
〇
〇
二
）、
一
定
の
範
囲
の
有
効
性
し
か
持
た
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
無
声
映
画
の
事
例
お
よ
び
ア
ル
バ
ム
『async

』
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は
、
音
は
誰
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
監
督
や
作
曲

家
を
特
権
的
に
扱
う
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
映
像
音
響
の
領
域
が
、
歴

史
的
に
も
、
理
論
的
に
も
、
ま
た
研
究
お
よ
び
実
践
の
両
面
で
も
広
大
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
か
ら
カ
ー
ゲ
ル
に
い
た
る
映
像
の
「
欠
如
」
を
積
極
的

に
引
き
受
け
た
楽
曲
は
、
同
時
代
の
映
画
音
楽
の
産
業
的
側
面
へ
の
批
判
に

お
い
て
通
底
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
結
び
に
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が

一
九
三
八
年
の
映
画
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
式
典
で
予
定
し
て
い
た
ス
ピ
ー
チ
の

原
稿
の
一
節
に
言
及
し
た
い
。

　
　

 

私
は
芸
術
家
と
し
て
の
ほ
ぼ
全
生
涯
を
、
現
在
の
た
め
で
は
な
く
、
と

り
わ
け
未
来
へ
と
捧
げ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
こ
の
機
会
に
、
喜
び

と
と
も
に
、
モ
ダ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
音
楽
の
厳
格
な
条
件
と
法
則
が
、

映
画
産
業
の
必
要
性
と
融
和
す
る
た
め
の
障
害
が
な
く
な
る
日
が
、
近

い
将
来
訪
れ
る
と
い
う
希
望
を
表
明
し
た
い
。（Schönberg 1999: 302

）

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
系
譜
は
、
映
像
と
音
楽
が
一
対
一
で
対
応
す
る
と
い

う
前
提
か
ら
出
発
す
る
歴
史
研
究
や
分
析
手
法
か
ら
は
零
れ
落
ち
て
し
ま
う

周
縁
的
な
事
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
映
像
な
き
伴
奏
音
楽
は
そ
の
欠
如
を

逆
手
に
取
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
新
し
い
映
像
表
現
や
歴
史
研
究
の
想
像

力
を
刺
激
す
る
。
今
後
も
、
歴
史
資
料
や
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
の
実
践
を
、
こ

れ
ら
の
系
譜
に
加
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
映
画
産
業
や
映
像
メ
デ
ィ
ア

の
現
実
的
な
制
約
か
ら
い
っ
た
ん
解
放
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
音
楽
が
、
視
覚
的

表
現
を
規
定
し
誘
発
す
る
。
そ
の
系
譜
に
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
透
か
し
見

た
「
来
る
べ
き
」
映
画
の
音
楽
の
一
つ
の
形
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
の

（
24
）

か
も
し
れ
な
い
。

※ 

本
稿
は
、
名
古
屋
外
国
語
大
学
ワ
ー
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
主
催「
プ
レ
ミ
ア

ム
シ
ネ
マ
ト
ー
ク　

№
3
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
講
演
「
音
が
「
視
せ
る
」
映
画 

― 

無
声
映
画
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
、
坂
本
龍
一
」（
二
〇
一
九
年
十
月
二
十
三
日
）
を
大
幅

に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
科
学
研
究
費
（
一
九
Ｋ
一
二
九
九
〇
）
の
助
成
を
受

け
て
お
り
、
平
成
二
十
六
～
二
十
九
年
度
の
文
部
科
学
省
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
」（
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点
）
に
よ
る
研
究
成
果
を
含
む
。

注（
１
） 

映
画
専
門
日
刊
紙
『
フ
ィ
ル
ム
・
ク
ー
リ
エ
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
十
一
月

五
日
の
記
「
ク
ロ
ル
・
オ
ー
パ
ー
で
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
映
画
音
楽
」
を
参
照
。

（W
.G

. 1930

）。

（
２
） 

著
者
は
大
学
で
の
講
義
や
講
演
な
ど
で
、
副
題
を
伏
せ
た
上
で
本
作
の
一
部
を
聞

き
、
作
品
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
く
感
じ
る
副
題
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も
ら
う
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
複
数
回
行
っ
て
き
た
。
そ
の
際
に
は
、
常
に
意
見
が
割
れ
て
い

る
。
本
論
文
の
下
敷
き
と
な
っ
た
講
演
で
は
、「
喜
び
」「
破
局
」「
愛
と
悲
し
み
」「
戦

場
」
の
四
択
を
提
示
し
、「
破
局
」
と
「
戦
場
」
が
比
較
的
多
数
を
占
め
た
が
、
一

人
も
選
ば
な
か
っ
た
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

（
３
） 

国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
に
現
存
す
る
『
慈
悲
心
鳥
』
の
フ
ィ
ル
ム
の
情
報
は
以
下
の

通
り
。
製
作
：
日
活
（
大
将
軍
）、
一
九
二
七
年
、
三
十
五
㎜
上
映
用
ポ
ジ
、
白
黒
、

一
三
七
・
〇
五
フ
ィ
ー
ト
。

（
４
） 

英
語
圏
で
は“special score”

で
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は“O

riginalkom
position”

と
呼

ば
れ
る
。
先
駆
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
マ
ー
ク
ス（
一
九
九
七
）や
、
ブ
ラ
ー
ヤ
ー

ン
（
一
九
九
六
）
の
文
献
を
参
照
。

（
５
） 

先
駆
的
研
究
と
し
て
今
田
（
二
〇
一
二
）
や
細
川
（H

osokaw
a 2014

）
の
も
の
が
挙

げ
ら
れ
る
。

（
６
） 
拙
共
著
論
文
（
紙
屋
、
白
井
、
柴
田
：
二
〇
一
六
）
や
、
柴
田
に
よ
る
研
究
を
参
照

（
柴
田
：
二
〇
一
六
）。

（
７
） 

選
曲
傾
向
の
変
化
の
詳
細
は
、
拙
稿
を
参
照
（
白
井　

二
〇
一
七
）。

（
８ 

溝
口
健
二
映
画
の
音
響
を
体
系
的
に
論
じ
た
長
門
は
、「
ト
ー
キ
ー
化
の
前
段
階
と
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し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
」『
東
京
行
進
曲
』を
の
ぞ
く
無
声
映
画
期
の
作
品
は
、
当

書
籍
の
枠
内
で
の
研
究
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
（
長
門　

二
〇
一
四
：
八
）。

（
９
） I

・M
Y

・M
E

「
邪
眼
に
映
つ
た
『
慈
悲
心
鳥
』」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
七
年
九

月
十
六
日
「
試
写
室
に
て
」
の
佐
相
に
よ
る
転
載
か
ら
（
佐
相　

二
〇
〇
八
：
一
〇

九
）。

（
１0
） 
た
だ
し
、
ヘ
音
記
号
の
譜
面
に
は
「（
雀
）」、「N

o. 4

」
に
続
い
て
三
番
目
の
楽
曲
と

し
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
。

（
１１
） 

本
作
の
成
立
過
程
と
背
景
に
関
し
て
は
拙
論
を
参
照
（
白
井　

二
〇
一
五
：
一
～
十

五
）。

（
１2
） 

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
が
指
揮
者
の
オ
ッ
ト
ー
・
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
へ
宛
て
た
一
九
三
〇
年

七
月
十
八
日
の
書
簡
を
参
照
。（Schönberg 1930

）

（
１3
） 

坂
本
の
映
画
の
音
楽
に
関
し
て
は
、『
ユ
リ
イ
カ
』「
坂
本
龍
一
」特
集
号
の
資
料「
坂

本
龍
一
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」（
二
〇
五
～
二
一
三
）
を
参
照
。

（
１4
） 

本
作
は
ブ
ル
ー
レ
イ
『async sorround

』
で
視
聴
し
た
。

（
１5
） 

坂
本
龍
一
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
Ｈ
Ｐ（http://w

w
w

.sitesakam
oto.com

/contest/

、
最
終
閲

覧
日
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
日
、
以
下
同
様
）

（
１6
） 

楽
曲
名
は
以
下
の
通
り
。《andata

》（4:39
）、《disintegration

》（5:46

）、《solari

》

（3:52

）、《Z
U

R
E

》（5:12

）、《w
alker

》（4:20
）、《stakra

》（3:41

）、《ubi

》（4:03

）、

《fullm
oon

》（5:13

）、《async

》（2:45

）、《tri
》（3:29
）、《L

ife, L
ife

》（4:24

）、

《honj

》（3:42

）、《ff

》（5:13

）、《garden

》（4:16

）

（
１7
） 

ブ
ル
ー
レ
イ
解
説
よ
り
。

（
１8
） 

原
文
は
以
下
の
通
り
。T

he im
age did not surrender to the m

usic, nor did the 

m
usic to the im

age 

― the film
 granted the m

usic depth in m
eaning but also 

used the m
usic to leap into transcendence.

（http://w
w

w
.sitesakam

oto.com
/

contest/

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
日
）

（
１9
） 

こ
の
ほ
か
、
ア
ビ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー
セ
ク
タ
ン
賞
を
受
賞
し
たM

ikhail 

B
asov

『Poetry of B
anality

』
で
は
《ubi

》
の
み
が
使
用
さ
れ
た
。
単
一
の
楽
曲
を

全
編
に
用
い
て
い
る
点
で
、『In a happy place

』
よ
り
も
製
作
者
に
よ
る
音
楽
へ
の

介
入
は
少
な
い
。

（
20
） 

先
述
の
ブ
ル
ー
レ
イ
の
ほ
か
、vim

eo

の
下
記
サ
イ
ト
で
も
閲
覧
可
能
（https://

vim
eo.com

/231700165

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
日
）。

（
2１
） https://vim

eo.com
/229380883

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
日
）

（
22
） https://vim

eo.com
/228624893

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
日
）

（
23
） 

本
稿
執
筆
時
点
で
も
、
こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
以
降
に
製
作
さ
れ
た
『async

』
を

使
用
し
た
映
像
作
品
が
、vim

eo

な
ど
の
サ
イ
ト
上
で
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
応
募
作

品
と
混
在
し
て
い
る
。

（
24
） 

本
稿
で
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
系
譜
と
し
て
は
、
例
え
ば
「
音
か
ら
作
る
映
画
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
映
画
監
督
の
七
里
圭
（
一
九
六
七

～
）
の
活
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

楽
譜

K
agel, M

auricio. 1977. M
M
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in Stück F

ilm
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早
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坂
本
龍
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谷
史
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二
〇
一
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『async surround

（B
lu-ray D

isc

）』　

com
m

ons: 

R
Z

X
M

-86550

　

※
本
ア
ル
バ
ム
を
使
用
し
た
ウ
ェ
ブ
上
の
映
像
作
品
の
詳
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は
、
本
文
お
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注
に
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た
。
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今
田
健
太
郎　

二
〇
一
二　
「
歌
舞
伎
の
陰
囃
子
と
無
声
映
画
の
和
洋
合
奏
を
比
較
す
る
」

後
藤
静
夫
編
『
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告　

近

代
日
本
に
お
け
る
音
楽
・
芸
能
の
再
検
討
』、
五
七
～
六
七
頁

紙
屋
牧
子
、
白
井
史
人
、
柴
田
康
太
郎　

二
〇
一
六　
「
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
の
日
活

直
営
館
に
お
け
る
無
声
映
画
伴
奏 

― 

「
ヒ
ラ
ノ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
み
る
伴

奏
曲
目
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
形
成
と
楽
譜
配
給
」『
演
劇
研
究
』
第
三
十
九
号
、
十
五

～
五
十
五
頁

岸
野
雄
一
、
高
山
博
、
石
塚
潤
一
、
東
山
歌
織
、
山
根
ミ
チ
ル　

二
〇
〇
九　
「
坂
本
龍
一

デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
映
画
音
楽
」『
ユ
リ
イ
カ
』
第
四
十
一
巻
五
号
、
二
〇
五

～
二
一
三
頁

佐
相
勉　

二
〇
〇
八　
『
溝
口
健
二
・
全
作
品
解
説
五 

― 

初
の
鏡
花
も
の
『
日
本
橋
』』

　

東
京
、
近
代
文
芸
社

白
井
史
人　

二
〇
一
五　
「
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
映
画
の
一
場
面
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
》
の

作
曲
過
程
と
そ
の
背
景 

― 

未
発
表
の
構
想
メ
モ
と
一
九
二
〇
年
代
の
映
画
の
音

楽
と
の
関
連
」『
音
楽
学
』
第
六
一
巻
一
号
、
一
～
十
五
頁

―　
二
〇
一
七　
「
一
九
二
〇
年
代
の
邦
画
伴
奏
へ
の
選
曲
に
み
ら
れ
る
折
衷
的

性
格
―
―
日
活
配
給
選
曲
譜
『
軍
神
橘
中
佐
』
と
楽
士
手
稿
選
曲
譜
の
分
析
か
ら
」

『
演
劇
研
究
』
第
四
十
号
、
四
十
三
～
六
十
五
頁

柴
田
康
太
郎　

二
〇
一
六　
「
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
時
代
劇
映
画
に
お
け
る
音
楽
伴
奏

の
折
衷
性 

― 

和
洋
合
奏
・
選
曲
・
新
作
曲
」『
音
楽
学
』
第
六
十
四
巻
一
号
、
一

～
十
六
頁

長
門
洋
平　

二
〇
一
四　
『
映
画
音
響
論 

― 

溝
口
健
二
映
画
を
聴
く
』　

東
京
、
み
す
ず

書
房

四
方
田
犬
彦　

二
〇
〇
三　
『
映
画
と
表
象
不
可
能
性
』　

東
京
、
産
業
図
書
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